






具体的な整備内容シート（基礎案）

【平成１８年３月２２日版】

・上野地区は、昭和２０年～昭和４０年に度重なる洪水被害を被った。

・上野地区の洪水被害の要因である岩倉峡開削は、下流堤防の破堤危険性を増大させるよ
うな狭窄部の開削は当面できない。

・これより、上野地区の治水対策として上野遊水地と川上ダムが計画され、上野遊水地事業
は昭和４４年より着手された。

・上野遊水地が完成すれば、既往最大規模の洪水の浸水被害５４０ｈaに対して１８６ｈａまで
浸水被害が軽減される。

・昭和４４年より着手され以来３６年が経過し、現在周囲堤が概成したが、越流堤・排水門等
が未施工であり継続する必要がある。

・上野市・地元地区は、上野遊水地完成を待ち望んでいる。

・遊水地は他の貯留施設にくらべて河川への影響が少ない。

●提案理由

4/4治水－５－１

・「淀川水系５ダムについての方針」に対する見解 平成17年8月5日
岩倉峡の流下能力については納得できる説明がなされていません。上野地区の治水を
検討するうえでの基本的な事項ですので、慎重に検討・審議したいと考えています。

・第２回木津川上流部会（Ｈ１７年８月２０日）
岩倉峡の流下能力は、上野地区の治水対策を考える上で重要な意味を持つため、
再度検証を行う必要がある。

●委員会等からの意見

岩倉峡の流下能力について、専門家による岩倉峡流下能力検討会を設置（検討会を３回開
催）し、下記の内容について検討を行った。
１．岩倉峡の不等流計算について
２．岩倉峡の流下能力について

●岩倉峡流下能力検討会

遊水地の越流堤等の設計にあたっては、岩倉峡流下能力の評価による影響を検討した
上で行う。

●今後の見通し等

・昭和４４年より事業を実施し、平成１７年度までに遊水地周囲堤を概成。
・平成１７年度は岩倉峡流下能力検討会にて、岩倉峡の不等流計算及び流下能力について
検討を行った。
・事業展開として、事業用地の確保、排水門、越流堤等の検討、施工の着手を随時行い
平成２５年度を目標に、遊水地を完成させる。

●進捗状況等


